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平成２８年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 12.ＤＶ対策事業

1. 社会福祉費

1. 社会福祉総務費 児童青少年課

（佐倉市）　　

第６章
ともに生き、支え合うまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 20 基本施策３
男女平等参画の推進 平成29年度 -

平成30年度 -

施策４
ＤＶ防止への取組を強化します 平成31年度 -

平成32年度 -

0

100 100

　配偶者から暴力を受けた被害者や同伴する子に対し、 ＤＶ被害者からの相談に応じ、警察など関係機関と連携 緊急を要する場合の一時避難支援の扶助をすることで、

緊急避難支援を実施し被害者の保護を図ります。（配偶者からの暴力に を図りながら、被害者に必要な情報提供及び支援を行います。 被害者の安全確保とその後の生活の支援へつなぐことが可能になります

より、身の安全を図る必要がある被害者にはシェルターへの避難支援と 。

避難先自治体に、同行し情報提供をを行っています。所持金が無くシェ

ルターへの入所が困難な場合、宿泊費や旅費等について緊急一時支援の

為の費用の支援を図ります）

緊急時の避難支援費であり、予定はつきません。 ＤＶ被害者を避難場所への移送するための、旅費

・高速道路使用料の科目新設した。

09 18 0 18

14 19 0 19

20 63 100 △37

差引一般財源 0 100 0 100


